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  特集
会社法改正の動向と
論点を探る

社
外
取
締
役
の
義
務
化

経
営
へ
の
メ
リ
ッ
ト
を
探
る

中
村
直
人
（
以
下
「
中
村
」）　

最
初
に
、

実
務
に
お
け
る
関
心
が
一
番
高
い
と
思

わ
れ
る
「
社
外
取
締
役
の
義
務
化
の
是

非
」
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
最
近
の

オ
リ
ン
パ
ス
や
大
王
製
紙
の
事
件
等
も

あ
り
、非
常
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

江
頭
憲
治
郎
（
以
下
「
江
頭
」）　

学
者

の
立
場
か
ら
し
ま
す
と
、
社
外
取
締
役

の
設
置
を
法
律
で
強
制
す
る
の
は
、
な

か
な
か
説
明
が
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
第
一
に
、
上
場
会
社
の

取
締
役
会
に
社
外
取
締
役
ま
た
は
独
立

取
締
役
が
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
の

業
績
が
よ
く
な
る
と
か
、
会
社
の
違
法

行
為
が
減
少
す
る
と
い
う
実
証
的
な
デ

ー
タ
が
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
米
国
で

も
存
在
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

例
え
ば
、
米
国
で
二
〇
〇
二
年
に
制

定
さ
れ
た
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ク
ス
レ
ー

法
は「
監
査
委
員
会
の
構
成
員
は
全
員
、

独
立
取
締
役
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
た
の
で
す
が
、
米
国
の
学
者
の
間

で
は
、
何
ら
実
証
的
デ
ー
タ
の
な
い
こ

と
を
な
ぜ
法
律
で
強
制
し
た
の
か
と
い

う
批
判
が
強
い
の
で
す
（
注
１
）。
不
思

議
に
、
こ
う
し
た
こ
と
は
、
日
本
で
は

あ
ま
り
紹
介
さ
れ
ま
せ
ん
が
…
（
笑
）。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
制
定
の
ド
ッ
ド
・

フ
ラ
ン
ク
法
は
、
報
酬
委
員
会
に
つ
い

て
も
同
じ
こ
と
を
強
制
し
ま
し
た
が
、

学
者
か
ら
は
、
こ
れ
も
ピ
ン
ト
が
外
れ

て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ブ

プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
起
因
す
る
金

融
機
関
の
破
綻
は
、
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ

シ
ョ
ン
等
の
手
法
で
そ
の
経
営
者
の
報

酬
を
株
主
の
利
益
と
連
動
さ
せ
た
結
果
、

ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
の
経
営

に
傾
斜
し
た
か
ら
な
の
に
、
株
主
が
選

任
す
る
独
立
取
締
役
で
報
酬
委
員
会
を

構
成
さ
せ
る
、
つ
ま
り
、
経
営
者
と
株

主
と
の
利
益
の
連
動
を
法
律
で
強
制
す

る
の
は
、
的
外
れ
の
規
制
だ
と
言
う
の

で
す
（
注
２
）。

　

第
二
は
、
中
間
試
案
の
よ
う
に
、
監

査
役
会
設
置
会
社
に
社
外
取
締
役
を
一

人
強
制
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
味
づ

け
で
す
ね
。
監
査
役
で
す
と
、
独
任
制
、

つ
ま
り
単
独
行
動
を
す
る
権
限
を
持
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
一
人
で
も
社
外
者
を

義
務
づ
け
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
な
り
の

法
的
意
味
が
あ
る
の
で
す
が
、
社
外
取

締
役
と
い
う
、
取
締
役
会
の
一
構
成
員

に
す
ぎ
ず
、
業
務
執
行
を
し
な
い
者
を

一
人
義
務
づ
け
る
こ
と
に
ど
う
い
う
意

味
が
あ
る
の
か
、
説
明
は
難
し
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

中
間
試
案
の
補
足
説
明
に
よ
れ
ば
、

社
外
取
締
役
の
存
在
意
義
は
「
経
営
評

価
機
能
」
と
「
利
益
相
反
の
監
督
機
能
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。前
者
に
つ
い
て
は
、

先
ほ
ど
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
、
社
外
取

締
役
が
一
人
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
経

営
評
価
機
能
が
向
上
す
る
と
い
う
説
明

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

利
益
相
反
の
監
督
機
能
に
つ
い
て
は
、

理
解
で
き
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
監
査

役
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
利
益
相
反

問
題
は
、
例
え
ば
会
社
が
企
業
買
収
の

買
収
対
象
側
に
な
り
、
で
き
る
だ
け
高

く
売
り
た
い
と
い
う
と
き
に
出
て
き
ま

会
社
法
制
見
直
し
の
中
間
試
案
が
公
表
さ
れ
、議
論
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
、江
頭
憲
治
郎
・
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
と
中
村
直
人
弁
護
士
に

「
学
者
」「
実
務
家
」そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、企
業
へ
及
ぼ
す
影
響
や
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

対
談
し
て
も
ら
っ
た（
対
談
は
平
成
二
四
年
二
月
八
日
に
行
わ
れ
た
）。
　
撮
影
／
黒
田
雄
一

会
社
法
改
正
の

本
質
に

迫
る
│

中
間
試
案
の
重
要
論
点
を

徹
底
分
析

早稲田大学大学院法務研究科教授

江頭憲治郎
Kenjiro Egashira

弁護士

中村直人
Naoto Nakamura

巻頭対談

（注１） Romano, The Sarbanes-Oxley Act and the Making of Quack 
Corporate Governance, 114 Yale L. J. 1521（2005）等。

（注２） Squire, Shareholder Opportunism in a World of Risky Debt, 
123 Harvard L. Rev. 1151（2010）等。

第１部　企業統治の在り方
　第１　取締役会の監督機能
　　１　社外取締役の選任の義務付け
　　２　監査・監督委員会設置会社制度

第２部　親子会社に関する規律
　第１　親会社株主の保護
　　１　多重代表訴訟

　第２　子会社少数株主の保護
　　１　親会社等の責任

　第５　組織再編等の差止請求

第３部　その他
　第１ 　金融商品取引法上の規制に違反した者に

よる議決権行使の差止請求

「会社法制の見直しに関する中間試案」目次より
（対談で取り上げた項目を抜粋）



16会社法務A2Z　2012.417 会社法務A2Z　2012.4

  特集
会社法改正の動向と
論点を探る

　
久
し
ぶ
り
に
研
究
室
で
調
べ
物
を
し

て
い
る
と
、
四
月
か
ら
法
科
大
学
院
に

進
学
し
た
は
じ
め
君
と
、
ゼ
ミ
の
一
年

後
輩
の
四
年
生
、
サ
オ
リ
ち
ゃ
ん
が
顔

を
覗の

ぞ
か
せ
た
。

サ
オ
リ　

い
つ
来
て
も
、
先
生
が
研
究

室
に
い
な
い
の
で
、
ゼ
ミ
生
た
ち
が
困

っ
て
い
ま
す
よ
。
学
生
の
質
問
に
答
え

る
「
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
」
は
開
設
し
て

い
な
い
の
で
す
か
。

ユ
ミ　

あ
の
ね
。
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
の
よ
。
近
ご
ろ
は
外
国
人
留
学
生
の

た
め
に
、
英
語
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
法
」
の

授
業
を
し
た
り
、「
日
本
語
特
訓
講
座
」

を
受
け
持
っ
た
り
、
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
の
仕
事
で
て
ん
て
こ
舞
い
な
の
。

サ
オ
リ　

あ
っ
、
そ
う
い
え
ば
先
生
、

こ
の
夏
、「
留
学
生
た
ち
と
行
く
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
ツ
ア
ー
」
の
引
率
も
担
当

し
て
い
ま
す
ね
。
行
き
先
は
ロ
ン
ド
ン

で
す
っ
て
？

ユ
ミ　

そ
う
な
の
。
ロ
ン
ド
ン
に
留
学

中
の
日
本
人
学
生
た
ち
と
も
落
ち
合
っ

て
、皆
で
柔
道
と
マ
ラ
ソ
ン
の
観
戦
よ
。

は
じ
め　

い
い
な
ぁ
。
僕
も
法
科
大
学

院
を
辞
め
て
、
留
学
し
よ
う
か
な
ぁ
。

ユ
ミ　

あ
ら
、
君
は
法
曹
ま
っ
し
ぐ
ら

で
し
ょ
？

は
じ
め　

こ
れ
ほ
ど
社
会
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
騒
が
れ
る
と
、
国
内
だ
け
で
勉

強
し
て
い
て
い
い
の
か
と
い
う
気
に
な

り
ま
す
ね
。

ユ
ミ　

エ
ラ
イ
！　

外
国
の
ロ
ー
ス
ク

ー
ル
に
留
学
し
よ
う
と
い
う
の
ね
。

は
じ
め　

違
い
ま
す
よ
。
パ
ン
ク
ロ
ッ

ク
の
本
場
、
ロ
ン
ド
ン
に
音
楽
留
学
し

て
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
の
腕
を
磨

い
て
み
た
い
ん
で
す
よ
。

ユ
ミ　

ガ
ク
ッ
。

日
本
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

よ
り
透
明
性
の
高
い
企
業
統
治
を

目
指
し
た
会
社
法
制
見
直
し

サ
オ
リ　

先
生
、
昨
年
の
暮
れ
に
「
会

社
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
中
間
試
案
」

が
出
る
な
ど
、
会
社
法
改
正
作
業
が
進

ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
も
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
影
響
で
す
か
？

ユ
ミ　

も
と
も
と
は
、
日
本
株
の
市
場

評
価
が
低
い
こ
と
へ
の
内
外
投
資
家
か

ら
の
強
い
不
信
感
が
大
き
な
原
因
と
言

え
る
わ
ね
。
あ
れ
ほ
ど
市
場
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
悪
い
の
に
、
な
ぜ
経
営
ト
ッ

プ
は
辞
め
な
い
で
い
ら
れ
る
の
か
と
。

は
じ
め　

そ
う
い
え
ば
、
日
本
企
業
の

経
営
者
人
事
は
、
大
手
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
や
メ
ガ
バ
ン
ク
で
さ
え
、
密
室
人
事

だ
っ
た
り
派
閥
抗
争
で
膠こ

う

着ち
ゃ
く

し
た
り

と
、
不
透
明
で
内
外
か
ら
の
評
判
が
悪

い
と
「
経
営
学
」
の
授
業
で
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ユ
ミ　

加
え
て
、
平
成
一
七
年
に
前
政

権
下
で
経
済
界
主
導
に
よ
り
性
急
に
作

ら
れ
た
会
社
法
を
、
き
ち
ん
と
見
直
そ

う
と
い
う
現
政
権
の
強
い
意
向
も
あ
る

わ
ね
。

は
じ
め　

現
政
権
と
な
っ
た
最
初
の
春

に
早
速
、
法
務
大
臣
か
ら
会
社
法
制
を

見
直
す
べ
く
法
制
審
議
会
に
諮
問
が
あ

り
ま
し
た
ね
。そ
れ
を
受
け
て
二
年
前
、

法
制
審
議
会
会
社
法
制
部
会
が
企
業
統

治
な
ど
を
中
心
に
審
議
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
王
製
紙
事
件
や
オ
リ
ン
パ

ス
事
件
が
起
き
て
、
改
正
論
議
に
ま
す

ま
す
火
が
つ
い
た
っ
て
ワ
ケ
で
す
ね
。

ユ
ミ　

実
は
、
す
で
に
平
成
二
一
年
か

ら
経
済
産
業
省
で
は
企
業
統
治
研
究
会

が
、
金
融
庁
で
は
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ

が
設
け
ら
れ
、
会
社
法
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
き
て
い
る
の
よ
。

サ
オ
リ　

ふ
〜
む
、
い
ろ
い
ろ
複
雑
な

の
ね
。

は
じ
め　

先
生
、
せ
っ
か
く
研
究
室
で

会
え
た
ん
だ
か
ら
「
会
社
法
制
の
見
直

し
に
関
す
る
中
間
試
案
」
の
内
容
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ユ
ミ　

う
〜
ん
、
こ
れ
か
ら
「
日
本
語

特
訓
講
座
」
の
準
備
を
し
な
く
ち
ゃ
な

ら
な
い
か
ら
、
議
論
の
激
し
い
重
要
項

目
だ
け
よ
。
あ
ま
り
に
忙
し
く
て
、
猫

も
杓し

ゃ
く
し子

も
借
り
た
い
く
ら
い
な
ん
だ

か
ら
。

サ
オ
リ　

そ
れ
を
言
う
な
ら
「
猫
の
手

も
借
り
た
い
」
で
し
ょ
。
先
生
の
日
本

語
こ
そ
ヘ
ン
で
す
よ
…
。

中
間
試
案
、
最
も
注
目
の
論
点

「
社
外
取
締
役
の
義
務
付
け
」

に
つ
い
て

は
じ
め　

ま
ず
は
、
第
１
部
の
「
企
業

統
治
の
在
り
方
」（
黒
板
参
照
）で
す
が
、

取
締
役
会
を
監
督
す
る
た
め
に
一
定
の

会
社
に
「
社
外
取
締
役
」
を
義
務
づ
け

た
り
、「
監
査
・
監
督
委
員
会
」
の
設
置

を
導
入
し
た
り
、「
社
外
」
の
要
件
を
厳

し
く
す
る
な
ど
の
案
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
最
も
話
題
と
な
っ
て
い
る

点
で
す
よ
ね
。

ユ
ミ　

そ
う
ね
。
特
に
社
外
取
締
役
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
ば
か
り
か

か
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
が
あ
る
の
か

と
、
経
済
界
が
反
発
し
て
い
る
わ
。
社

外
監
査
役
が
す
で
に
存
在
す
る
会
社
な

ら
、
な
お
さ
ら
ね
。

サ
オ
リ　

社
外
取
締
役
と
社
外
監
査
役

と
で
は
、
監
督
機
能
に
違
い
が
あ
る
の

で
す
か
？

「会社法制の見直しに関する中間試案」目次（抜粋）

目　次

第１部　企業統治の在り方
　第１　取締役会の監督機能
　　　１　社外取締役の選任の義務付け
　　　２　監査・監督委員会設置会社制度
　　　　(1)　監査・監督委員会の設置
　　　　(2)　監査・監督委員会の構成・権限等
　　　　(3) 　監査・監督委員会の経営者からの独立性を

確保するための仕組み
　　　　(4) 　監査・監督委員会設置会社の取締役会にお

ける業務執行の決定
　　　３　社外取締役及び社外監査役に関する規律
　　　　(1) 　社外取締役等の要件における親会社の関係

者等の取扱い
　　　　(2)　社外取締役等の要件に係る対象期間の限定
　　　　(3)　取締役及び監査役の責任の一部免除
　第２　監査役の監査機能.
　　　１ 　会計監査人の選解任等に関する議案等及び報酬

等の決定
　　　２　監査の実効性を確保するための仕組み
　第３　資金調達の場面における企業統治の在り方
　　　１ 　支配株主の異動を伴う第三者割当てによる募集

株式の発行等
　　　　(1)　株主総会の決議の要否
　　　　(2)　情報開示の充実
　　　２　株式の併合
　　　　(1)　端数となる株式の買取請求
　　　　(2)　発行可能株式総数に関する規律
　　　３　仮装払込みによる募集株式の発行等
　　　４　新株予約権無償割当てに関する割当通知

第２部　親子会社に関する規律
　第１　親会社株主の保護
　　　１　多重代表訴訟
　　　２　親会社による子会社の株式等の譲渡
　第２　子会社少数株主の保護
　　　１　親会社等の責任
　　　２　情報開示の充実
　第３　キャッシュ・アウト
　　　１　特別支配株主による株式売渡請求等
　　　２　全部取得条項付種類株式の取得に関する規律
　　　　(1)　情報開示の充実
　　　　(2)　取得の価格の決定の申立てに関する規律
　　　３　その他の事項
　第４　組織再編における株式買取請求等
　　　１　買取口座の創設
　　　２ 　株式買取請求に係る株式等に係る価格決定前の

支払制度
　　　３　簡易組織再編等における株式買取請求
　第５　組織再編等の差止請求
　第６　会社分割等における債権者の保護
　　　１　詐害的な会社分割における債権者の保護
　　　２　不法行為債権者の保護

第３部　その他
　（以下、略）

大企業による不祥事で、注目度が高まっている会社法改正。
ユミ先生の研究室でも、中間試案をめぐって盛り上がったようで…。

木俣由美　京都産業大学法学部教授

「中間試案」
ポイント解説

ドコが変わる？
会社法改正

きまた・ゆみ　大阪大学法学部卒業後、新聞社勤務を経て、
1999年、京都大学大学院法学研究科博士課程修了。2008
年より1年間、カリフォルニア大バークレー・ロースクー
ルで客員研究員。日本私法学会会員、日本笑い学会理事。
近著に『民法がわかると会社法はもっと面白い！～ユミ先
生のオフィスアワー日記』（第一法規）。


